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３
つ
の
エ
リ
ア
で
進
行
中
の

土
地
開
発
事
業
に
つ
い
て

み
ら
い
平
東
地
区
、
つ
く
ば

み
ら
い
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
周
辺
地

区
、
歴
史
公
園
周
辺
地
区
に
お

い
て
、
各
地
区
の
特
性
を
生
か

し
た
土
地
開
発
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
。

み
ら
い
平
東
地
区
は
、
人
口

増
加
が
続
く
本
市
に
お
い
て
、

良
好
な
住
環
境
の
形
成
と
都
市

基
盤
整
備
を
進
め
る
重
要
な
エ

リ
ア
。
子
育
て
世
代
を
中
心

に
、
多
く
の
方
に
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
道
路
や

公
園
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
居
住
環
境
の
充
実

に
取
り
組
む
。

つ
く
ば
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
周
辺
地
区
の
開
発
は
、
将
来

の
産
業
基
盤
を
支
え
る
重
要
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
を
最

大
限
に
生
か
し
、
企
業
誘
致
や

雇
用
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
産
業
拠
点
形
成

を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
歴
史
公
園
周
辺
地

区
に
お
い
て
「
自
然
」「
文
化
」

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

の
遊
び
場
を
中
心
と
し
た
多
世

代
交
流
拠
点
と
し
て
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
資
源
を
生
か
し
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
形
成
を
目

指
す
。

こ
れ
ら
の
土
地
開
発
事
業

を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

「
住
む
」「
働
く
」「
交
流
す
る
」

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
高
め
、
将

来
に
わ
た
り
選
ば
れ
続
け
る
つ

く
ば
み
ら
い
市
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。

２
０
２
７
年
度
開
業
予
定

の
「
米
流
通
拠
点
」
と
は

「
み
ら
い
型
農
業
」
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
市
内
産
米
の
認

知
度
や
魅
力
が
高
ま
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
需

要
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

福
岡
地
内
に
お
い
て
２
０
２

７
年
度
開
業
予
定
の
「
米
流
通

拠
点
」
は
米
の
保
管
、
精
米
、

配
送
等
を
効
率
的
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
う
施
設
。
米
農
家

の
所
得
向
上
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
額
増
加
だ
け
で
な
く
、

直
売
所
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
や
雇
用
の
創
出
に

つ
な
が
れ
ば
。

み
ら
い
平
駅
前
広
場

再
整
備
の
取
り
組
み
は

人
口
増
加
に
伴
う
新
た
な
課

題
も
生
じ
て
い
る
。
一
例
と
し

て
、
み
ら
い
平
駅
前
広
場
で

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

業
以
降
の
人
口
増
加
や
駅
利
用

者
の
増
加
に
伴
い
、
朝
夕
を
中

心
に
送
迎
車
両
に
よ
る
混
雑
が

発
生
。
交
通
環
境
の
改
善
や
安

全
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
駅
利
用

者
や
送
迎
利
用
者
を
は
じ
め
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
駅
前
空

間
と
な
る
よ
う
、
駅
前
広
場
の

再
整
備
を
計
画
。
一
般
車
や
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
円
滑
な

乗
り
換
え
や
安
全
な
通
行
環
境

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
安

全
性
・
利
便
性
向
上
や
将
来
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
関
係
機
関
と
の
協
議

や
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
設
計

を
進
め
、
便
利
で
安
全
、
快
適

な
駅
前
広
場
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
。

こ
れ
か
ら
の
入
札
・
契
約

制
度
に
求
め
ら
れ
る
も
の

地
域
経
済
や
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
地
元
企
業
は
、
市
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
に
不
可
欠

な
存
在
。
こ
れ
か
ら
の
入
札
・

契
約
制
度
に
は
単
な
る
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
で
は
な
く
、
適
正
な
条

件
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結

ぶ
仕
組
み
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
。

具
体
的
に
は
、
昨
今
の
資
材

高
騰
や
イ
ン
フ
レ
に
合
わ
せ
た

適
正
な
予
定
価
格
や
入
札
に
付

す
る
全
て
の
建
設
工
事
へ
の
最

低
制
限
価
格
の
導
入
、
ス
ラ
イ

ド
条
項
の
運
用
、
適
正
な
工
期

設
定
、
週
休
２
日
制
の
導
入
な

ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。
持
続
可
能
な
ま
ち
の

未
来
を
育
て
る
た
め
、
今
後
も

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
制
度
の
改
善
に
努
め
て
い

き
た
い
。

読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

建
設
業
界
の
皆
さ
ま
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
防
災
・
減
災

対
策
を
は
じ
め
、
地
域
社
会
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
後
も
人
口
増
加
が
続
く
本

市
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
都

市
基
盤
の
整
備
と
地
域
活
力
の

向
上
は
重
要
な
課
題
。
連
携
を

更
に
深
め
な
が
ら
、
未
来
へ
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
。
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
た

い
。

３
期
目
の
市
政
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
小
田
川
浩
市
長

に
、
人
口
増
加
が
続
き
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
ま
ち

の
目
指
す
姿
や
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。
就
任

式
で
は
「
市
と
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
か

に
よ
っ
て
真
価
が
問
わ
れ
る
」
と
語
り
、
市
制
施
行
20
周
年

を
迎
え
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
。
更
な
る
都
市
基

盤
整
備
や
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
の
「
み
ら
い
」
を
切
り
拓
い
て
い
く
。

　1967 年 1 月 23 日生まれの 59 歳。
明治大学公共政策大学院修了。つく
ばみらい市議会議員を経て 2018 年の
市長選挙で初当選。
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